



新製品の開発コストで苦しんでませんか

仕様書不要、ハード+クラウド開発が初期費ゼロ 月額9万円の、きもと特急電子設計。
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	トップ

	製造原価削減コース

	何度でも試作検証+コンサルコース

	ハード+クラウド何度でも試作検証+コンサル+製品化コース

	自動検査機-何度でも試作検証+コンサルコース





	レンタルCTOコース

	受託開発(ハード・ソフト・クラウド)コース

	どんなことができますか?

	回路(ハードウェア)設計

	プリント基板設計・実装

	ソフトウェア開発・ファームウェア開発

	無線モジュール選定・制御

	通信プロトコル対応・設計

	Linuxサーバ・クラウド

	ウェブシステム開発

	自動化





	主な案件の費用と納期

	よくあるご質問

	お客様の声

	お知らせ

	2/7から展示会(横浜)に出展します(2023/01/10)

	レンタルCTO(社外CTO)コース提供開始(2023/12/20)





	代表プロフィール・オープンソース・執筆記事

	お問い合わせ









きもと特急電子設計は、ハード・ソフト・ウェブシステム開発(試作〜小ロット)が得意な、独立13年、経験40年の個人エンジニアです。急ぎの試作でできる分野は、以下の通りです。

< Linuxサーバ・クラウド

Linux。

Docker。

	Dockerfileは、Dockerという仮想環境(正確な言い方ではないですがバーチャルマシン)をビルドするためのファイルです。
	コンパイラなどの開発環境をDocker上に構築することで、試行錯誤を実現しつつもクリーンな環境を維持することができます。



	例えば、アプリケーションをパソコンにインストールしたあと、アンインストールしたら、完全にインストール前の状態に戻るでしょうか。
	一般的には、インストールとアンインストールを繰り返すと、パソコンが少しずつクリーンでなくなってくると思います。



	一方で、安定して使える環境を見つけるには、試行錯誤が必要です。
	開発環境のバージョンを変えてみたり、それに必要な別のパッケージのバージョンを変えてみたりしないといけないかも知れません。



	Dockerは、完全に元に戻せる仮想的なパソコンを作ることができます。
	Dockerfileにコマンドを書くと、その仮想的なパソコンの中で、コマンドに従って指定したファイルをインストールすることができます。



	同じDockerfileを使えば、必ず同じ状態になるため、安定した環境をクリーンに構築することができます。
	また、記憶に頼って試行錯誤することによる品質低下がなくなります。



	公開しているDockerfile・コンテナイメージは、こちらからダウンロードいただけます。



	https://github.com/paijp/
	https://hub.docker.com/u/paijp/
















一緒にお困りごとを解決しましょう。

	ご相談だけでも構いません。できる限りのアドバイスをします。なぜなら、無理して受注して後で返金になるよりは、相談の段階で問題が明らかになった方が、どちらにとっても好ましいからです。「○万円しかないが、何か方法はないか」というご相談も歓迎いたします。
	お困りのことがある方は、ぜひ一度無料相談をご利用ください。
	2/7(水)-9(金)に開催の展示会(横浜)でもご相談いただけます。

	無料での相談に抵抗がある方は、ハード+クラウド何度でも試作+コンサルコースもご検討ください。
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